
【会情報】 

 

【会員企業ご訪問：Vol.170】 

株式会社栄ライト工業所（北摂支部） 

今回は西日本プラスチック北摂支部会の株式会社栄ライト工業所 代表取締役社長 

江守 敦 様を訪ねました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創業の経緯は分からないのですが、戦前の 1938年に祖父と祖父の兄で創業し、私

で 4代目となります。創業当時は熱硬化性樹脂が主流でしたが、真偽の程は定かで

はありませんが、可塑性の射出成形機が登場した当時、日本油機製の成形機を大阪

で 1番目か 2番目に導入したのが当社だったと聞いた記憶があります。 

 

 

 

型締力 55tから 220tの成形機を 9台保有しています。 

当社のメインは家電製品、とくに白物家電の部品が多くなっています。それ以外

では、OA機器の部品や自動車部品も製造しています。 

手前味噌ですが、当社は精度を求められる製品の製造を得意としており、製造技

術はどこにも引けを取らないと思います。 

 

 

 

当社最大の強みは【ITとモノづくりの融合】だと思います。 

私は IoTという言葉がまだ世に無かった 2000年頃からデータの重要性に着目し

ていました。なぜ私がデータに着目したのか、その理由は私が入社した当時の状況

にあります。 
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江守 敦 代表取締役社長 



元々、会社を継ぐ気はあまりありませんでし

た。しかし、仕事量の急増やバブル崩壊後の業

績悪化等で悩む父の姿を見て、力になろうと思

い一転して入社を決めました。そして、最初に

取り組んだのが徹底した無駄の削減と効率の改

善です。 

私は、成形機が止まっている間は利益を生み

出さないと考えています。高稼働を保持するに

は、成形機が止まっている時間とその理由を正

確に把握する事が重要だと考え、成形機から稼

働状況等のデータを出力し、自動的に保存する

事を思いつきました。例えば、夜中に成形機が

止まった場合、記録がなければその事を知って

いるのは現場にいた従業員だけで、時間が経っ

て記憶が薄れると他の従業員に事案を共有する

事も出来ません。もう 1つ例を挙げると、型替

えに必要な所要時間を正確に把握できれば、成

形する順番を変更する等で、成形機が稼働を停

止している時間を短縮する事ができるのではな

いかと考えたのです。ただ、当時の私に ITに関

する知識は殆どなく、成形機からデータを出力

するための配線やコントロールボックスの設置

等は独学で学びました。工場は通常通り稼働し

ている中、設備を取り付ける事ができるのはお

盆休み等の成形機が止まる長期休暇だけでした

ので、完成までは相当な日時を要しました。た

だ、こういう自身の経験から、「人は努力次第で

如何様にも成長する事ができる」という学びを

得たと思っています。 

出力した稼働データは想像以上に役立ち、記

憶に頼っていた為に報告が抜けていた事でも、

データを見れば「その時には○○があって○○

分停止した」というように、具体的な内容を思

い出す事ができたり、「Aから Bへの型替えには時間がかかっているが、Bから Aな

ら所要時間が短くなる」等の分析にも役立ち、無駄の削減と効率の改善が大きく前

進したことで、データの重要性に気付かされました。現在では、製造時だけでなく

検品にもデータを活用しており、従業員全員「日本一の IoT工場を作る！」を目標

に掲げ、業務に取り組んでいます。そして、近い将来にはこれまで蓄えたビッグデ

ータを活用した「完全自動化工場」を作り上げたいと考えています。 

主な製造品 

食洗器や洗濯機等 

白物家電部品がメイン 



 

 

 

製造業は人手不足で募集をかけても応募が少ない、とよく聞きます。確かにお金

をかけて募集しても大量に応募が来ることは殆どなく、数名程度という事が多いと

思います。私は「適性を持った人を採用する」のではなく、「適性を持った人に育

てる」事が重要だと思っていますので、社会人として最低限の知識やマナー等を心

得てさえいれば、面接に来て頂いた方は採用しています。ただ、今後はより業務が

増える予定となっている事もあり、更なる増員を考えています。そこで、新たな人

材募集の切り口として、「モノづくり目線」での採用ではなく、「IT 目線」にての人

材確保を試してみたいと考えています。 

 

※ 会社を訪問して ※ 

 工場にはマシニングセンタも保有され、工場内の効率化に必要なちょっとした金属

部品なら自分たちで作ってしまおうと導入したとの事です。従業員も「一点ものを作

るので、量産のプラスチック製品とは違ったモノづくりの楽しさを感じている」とお

話しいただきました。 

 また、人材育成の一つとして「問題の正解」を教えるのではなく、「正解」にたどり

着く為のコーチングを重視しており、今では期待以上の「正解」が出ることもあると

お聞きしました。 

 今回お話を聞くまでは、自動化・省人化など、ITは人を助ける為に活用されている

というイメージがありましたが、「IT は人の才能を開花させるツールであり、人に楽

をさせる為のツールではない」という言葉に驚きました。製造業と IT は他業界に比

べても相性が良い組合せだと考えており、「製造業×IT×人」のチカラで第三者が見

て「すごいな」と感動してもらえる「モノづくり」を目指していきたいとお聞きしま

した。ITを活用しながら一から現在の会社の仕組みを作り上げたご経験があれば、近

い将来人々を驚かせるような会社作りも可能ではないかと感じました。 

 

取材：事務局 山下・吉田 

※本記事記載の情報については、2023年 6月 19日現在のものとなります。 

 
掲載希望の方は 

事務局（06-6538-6100）までご連絡ください。 

工場内の様子 

人材について 


